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北
村
議
員

福
祉
・
教
育
行
政
に
つ
い
て

①
厚
労
省
と
文
科
省
と
の
共
同
で
、

平
成
１９
年
度
よ
り
「
放
課
後
子
ど
も

プ
ラ
ン
」
が
事
業
化
さ
れ
ま
す
。

こ
の
事
業
は
平
成
９
年
法
制
化
さ

れ
た
「
学
童
保
育
」
と
、
ま
た
、
平

成
１６
年
度
よ
り
３
ヵ
年
計
画
で
実
施

さ
れ
た
、「
地
域
子
ど
も
教
室
」
事
業

が
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
両
事
業
を

一
体
化
、
連
携
さ
せ
て
行
わ
れ
る
と

の
こ
と
で
す
。

教
育
委
員
会
と
し
て
ど
う
す
る
つ

も
り
か
？

②
現
在
学
童
保
育
は
全
国
１
万
５
千

ヶ
所
で
行
わ
れ
、
７０
万
５
千
人
の
児

童
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
現
状
の
な
か
国
は
、
定
員
や

指
導
員
の
資
格
等
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
策
定
中
で
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ

う
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
出
さ
れ
る
予

定
か
？

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
は
、
全
児

童
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
が
、
学
童

保
育
の
児
童
も
強
制
的
に
参
加
を
求

め
ら
れ
る
の
か
？

福
祉
保
健
部
長
　
①
今
後
福
祉
保
健
部

と
教
育
委
員
会
で
連
携
し
て
、
両
事

業
の
運
営
委
員
会
を
設
置
し
、
運
営

方
法
等
を
共
同
検
討
し
な
が
ら
事
業

療
費
抑
制
策
に
よ
り
厳
し
い
経
営
状

況
が
続
い
て
い
る
。
特
に
医
療
セ
ン

タ
ー
と
の
競
合
も
あ
り
厳
し
い
状
況

は
更
に
続
く
と
考
え
ら
れ
、
経
営
の

抜
本
的
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
。
今
後
、
有
識
者
か
ら
な
る
検

討
委
員
会
を
設
置
し
、
意
見
を
十
分

聞
き
、
一
定
の
方
向
性
を
出
し
た
い
。

小
児
科
医
の
引
き
揚
げ
に
つ
い
て

は
、
長
崎
大
学
か
ら
引
き
揚
げ
決
定

の
通
知
が
き
て
い
る
。
今
後
の
対
応

策
に
つ
い
て
は
、
医
師
会
を
は
じ
め

関
係
機
関
と
鋭
意
協
議
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
状
況
は
厳
し

い
と
思
わ
れ
る
。

s
交
通
弱
者
に
配
慮
し
た
見
直
し
を

行
っ
た
。
な
お
、
平
成
２０
年
４
月
に

は
、
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
う
こ
と

に
し
て
い
る
。
市
民
、
特
に
地
域
の

住
民
の
皆
様
の
意
見
を
十
分
に
聞
き

な
が
ら
、
交
通
弱
者
対
策
を
念
頭
に

お
い
て
、
足
の
確
保
を
し
て
い
き
た

い
。

企
画
商
工
部
長

特
別
交
付
税
に
つ
い

て
は
、
基
礎
数
字
と
し
て
算
入
さ
れ

る
が
、
最
終
的
な
配
分
に
つ
い
て
は
、

総
務
大
臣
の
裁
量
で
あ
り
、
そ
の
額

に
つ
い
て
は
、
市
の
方
で
は
わ
か
ら

な
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
事
項
）

・
健
康
増
進
課
の
機
能
強
化
の
件

・
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
件

・
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

・
競
艇
事
業
に
つ
い
て

計
画
を
策
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
で
現

在
の
児
童
ク
ラ
ブ
の
役
割
の
全
て
を

代
行
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え

て
お
り
、
今
後
も
学
童
保
育
に
つ
い

て
は
積
極
的
に
実
施
し
、
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

教
育
長

放
課
後
子
ど
も
教
室
が
来
年

度
か
ら
始
ま
る
が
、
こ
れ
は
余
裕
教

室
を
活
用
し
、
ま
た
公
民
館
や
運
動

場
を
使
用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
材
確
保
等
の
問

題
も
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
関
係
団

体
や
地
域
住
民
等
で
構
成
さ
れ
る
運

営
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
。

福
祉
保
健
部
長
　
②
学
童
保
育
の
運
営

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
各
自

治
体
の
自
主
性
を
尊
重
す
る
と
し
て
、

今
後
都
道
府
県
へ
の
調
査
研
究
を
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
が
国
か
ら
示
さ

れ
て
い
る
。
県
に
お
い
て
は
、
１９
年

度
に
基
準
作
成
検
討
委
員
会
を
設
置

し
て
作
成
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
こ

の
中
で
、
学
童
ク
ラ
ブ
の
規
模
や
開

設
時
間
、
指
導
員
の
配
置
基
準
や
保

護
者
と
の
連
携
等
が
示
さ
れ
る
も
の

と
考
え
る
。
な
お
、
放
課
後
子
ど
も

教
室
推
進
事
業
で
実
施
さ
れ
る
行
事

等
に
つ
い
て
は
、
児
童
の
自
主
的
な

参
加
と
し
、
強
制
さ
れ
る
と
い
う
も

の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
事
項
）

・
「
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
ボ
ー
ド
ウ

ォ
ー
ク
」
に
つ
い
て

・
市
街
化
調
整
区
域
設
定
に
つ
い
て
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今
村
議
員

a
教
育
行
政
に
つ
い
て

①
史
料
館
の
改
修
は
猶
予
な
ら
な
い

事
態
と
昨
年
９
月
議
会
で
質
し
た
。

市
長
の
前
向
き
な
答
弁
に
も
か
か
わ

ら
ず
実
施
し
て
い
な
い
。
何
故
か
。

②
石
井
筆
子
の
顕
彰
事
業
を
行
っ
た

が
今
後
ど
う
継
続
発
展
さ
せ
る
の
か
。

「
石
井
筆
子
賞
」
の
創
設
は
ど
う
か
。

③
い
じ
め
に
よ
る
痛
ま
し
い
事
件
が

相
次
い
で
い
る
。
自
ら
の
命
を
絶
つ

と
い
う
最
悪
の
事
態
を
防
ぐ
こ
と
が

急
務
で
は
な
い
か
。

s
企
画
商
工
行
政
に
つ
い
て

①
ま
ち
づ
く
り
３
法
改
正
の
ね
ら
い

は
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
形
成
の
促
進

に
あ
る
。
本
市
の
対
応
を
問
う
。

総
理
大
臣
の
認
定
を
受
け
る
と
、

国
の
支
援
が
得
ら
れ
る
中
心
市
街
地

活
性
化
基
本
計
画
策
定
の
手
順
、
現

基
本
計
画
と
の
違
い
。

多
様
な
民

間
主
体
が
参
画
す
る
活
性
化
協
議
会

の
構
成
、
役
割
、
市
と
の
関
係
。

住
民
参
加
の
機
運
を
高
め
る
必
要
性
。

②
県
営
バ
ス
の
赤
字
に
対
す
る
市
の

補
填

ほほ
てて
んん

額
の
増
大
に
よ
り
路
線
の
廃
止
、

減
便
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
バ

ス
路
線
の
今
後
の
基
本
方
針
は
。

③
６
月
議
会
で
ブ
ラ
ジ
ル
の
ク
リ
チ

バ
市
の
ま
ち
づ
く
り
（
都
市
計
画
）

を
紹
介
し
た
。
感
想
を
聞
き
た
い
。

子
ど
も
の
安
全
は

「
学
校
」
で
!!

「
学
童
保
育
」
で
!!

郷
土
の
文
化
財
を
守
れ
！

市
立
史
料
館
の
早
急
な
改
修
を
！
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